































1,000人あたり，スウェーデンが 91人，アメリカ 40人，日本はわずか 22人である（日本障害





2020 : 110）。受給権者によって生計を維持されている 18歳到達年度の末日（3月 31日）までの
子または 20歳未満で障害等級の 1級または 2級の障害の状態にある子がいるときは，2人目ま
で 1人につき 224,900円が，3人目から 1人増えるごとに 75,000円を加えた額が加算されるので





















































・（問 1）男性 2名，女性 2名の計 4名が回答。
・（問 2）研究協力者の年齢は 40～49歳が 1名，50～59歳が 3名。
・（問 3）社会保険労務士歴は 1～5年が 1名，6～10年が 2名，11～15年が 1名であった。
（2）　支援した障害基礎年金の申請手続きについて










性　　別 女性 女性 男性 男性
年　　齢 40～49歳 50～59歳 50～59歳 50～59歳
職務経験 6～10年 11～15年 6～10年 1～5年
障害基礎年金受給手続きの支援実績 1～5件 20件以上 20件以上 20件以上
支援障害種別
◎は最多実績
身体障害 〇 ◎ ◎ 〇
知的障害 〇 〇 〇 〇
精神障害 ◎ 〇 〇 ◎
相談にきた受給
希望者の続柄
本人 〇 〇 〇 〇
父親 〇 〇 〇

















と感じることがあるか ある ある ある ある
105障害基礎年金申請手続きについての課題
がある社会保険労務士が 1名。20件以上対応した実績がある社会保険労務士が 3名であった。
・ （問 5）障害基礎年金受給手続きを行った障害種別は 4名とも身体障害，知的障害，精神障
害のすべての障害種別の当事者の障害基礎年金受給手続きの経験がある。
・（問 6）一番多く支援を行った障害種別は，身体障害が 2名，精神障害 2名であった。





























































































































































































































































































に請求することで支給されるものである。④ 国民年金法第 30条 4による「20歳前障害によ
る障害基礎年金」。これは，20歳前の公的年金制度未加入時に初診日があり，障害等級に該当
する場合に支給されるものである（無拠出の障害年金）。⑤ 平成 6年改附 6条による「谷間の
障害基礎年金」・これは，旧法の障害年金の支給要件に該当しなかった場合でも，新法の障害
年金の支給要件に該当する一定のものは平成 6年 11月 9日以後に 2級以上に該当し，65歳到
達日の前日までに請求すれば障害基礎年金が支給されるのである。⑥ 平成 6年改附 4条によ
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資料　アンケート
令和2年8月1日現在の状況で回答をお願いします。
Ⅰ　あなた自身のことについて
問1　あなたの性別は。
1　男性　　2　女性
問2　あなたの年齢は。
1　20～29歳　　　2　30～39歳　　　3　40～49歳　　　4　50～59歳　5
　60～69歳　　　6　70歳以上
問3　社会保険労務士の職務について何年ですか。
1　1～5年　　2　6～10年　3　11～15年　4　16～20年　5　21～25年　6
　26年以上
問4　障害基礎年金受給手続きについての支援はどのくらいの件数行いまし
たか。
1　1～5件　　2　6～10件　　3　11～15件　　4　16～20件　　5　20件以上
　
問5　 あなたが障害基礎年金受給手続の支援を行った障害種別は。（〇はい
くつでも）
1　身体障害　　2　知的障害　3　精神障害
問6　問5で一番支援を多く行った障害種別は。
1　身体障害　　2　知的障害　3　精神障害
問7　 あなたのところに相談にきたのは受給希望者からみてどの続柄ですか。
（〇はいくつでも）
1　本人　　2　父親　　3　母親　　4　兄弟　　5　伯父叔母などの親戚
6　社会福祉士　　7　行政職員　　8　その他（　　　　　　　）
問8　相談にきたときにはどの段階の手続きからでしたか。（〇はいくつで
も）
1　初めから　　2　不支給決定後　　3　審査請求後
問9　どのような手続き内容に支援が必要でしたか。
自由に回答してください。
問10　受給に関しての結果はどうでしたか。
　1　受給決定　　2　不支給決定　　3　再審査も不支給決定　4　公開審査
問11　 支援をしていて障害者本人や家族に不足している知識はどのようなも
のがありましたか。
　具体的に回答してください。
問12　 障害基礎年金受給の支援の中で困難だと思うこととしてどのようなこ
とがありますか。
　1　ある　　2　ない
問13　 前設問で「1　ある」と回答した方のみご回答ください。どのようなこ
とが困難でしたか。
　具体的に回答してください。
問14　障害基礎年金の支援についてのご意見などありましたら、ご回答くだ
さい。
アンケートは以上です。もう一度、記入もれがないか確認のうえ、同封の返
信用封筒で、8月31日（月）までに、返送くださるよう重ねてお願いいたし
ます。
ご協力ありがとうございました。
